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上
の
写
真
は
里
宮
境
内
か
ら
撮
影
し
た
三
十
五
年

余
前
と
現
在
の
広
面
の
写
真
で
あ
る
。
か
つ
て
豊

か
な
田
園
と
の
ど
か
な

・
・
・
・
風
景
が
広
が
り
、
藩
主
佐

竹
公
が
船
を
浮
か
べ
た
別
荘
地
の
名
残
り
を
留
め

て
い
た
こ
の
地
は
、
急
激
な
変
貌
を
と
げ
今
で
は

そ
の
面
影
も
な
い
。
▽
大
き
な
道
路
が
縦
横
に
走

り
、
ス
ー
パ
ー
・
店
舗
が
軒
を
連
ね
る
新
興
住
宅

街
は
利
便
性
も
良
く
、
確
か
に
現
代
人
に
と
っ
て

住
み
易
い
街
へ
と
発
展
し
た
。
▽
し
か
し
、
そ
の

開
発
の
陰
で
我
々
は
豊
か
な
緑
や
地
域
の
繋
が
り

を
失
い
、
こ
の
地
区
へ
の
愛
着
心
や
歴
史
伝
統
へ

の
理
解
も
稀
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
子
ど
も
の
頃
、
野
山
を
走
り
メ
ダ
カ
・

フ
ナ
を
追
っ
た
こ
の
地
は
、
田
舎
な
り
の
豊
か
さ

に
溢
れ
、
今
よ
り
も
誇
れ
る
も
の
が
多
か
っ
た
よ

う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
▽
情
報
や
モ
ノ
が
複

雑
に
行
き
交
う
現
代
は
、
懐
古
の
情
や
牧
歌
的
な

気
分
だ
け
で
生
き
ら
れ
る
世
の
中
で
は
な
い
。
し

か
し
、
そ
ん
な
多
忙
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
時
々

は
心
の
中
の
原
風
景
を
思
い
返
し
、
よ
り
良
く
生

き
る
こ
と
の
意
味
を
ゆ
っ
く
り
と
考
え
る
時
間
が

必
要
に
思
う
。
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責
任
役
員
随
想
⑬

開
山
祭
に
添
う
て

責
任
役
員
　
佐
々
木
　
孫
兵
衛

過
日
、
七
月
十
七
日
は
、
三
吉
神
社

開
山
祭
が
斎
行
さ
れ
、
御
神
体
を
奥
宮

遷
座
の
大
役
の
日
で
し
た
。
こ
の
時
季

に
避
け
き
れ
な
い
雨
を
案
じ
て
い
た

が
、
こ
の
日
も
雲
広
く
暗
い
。
神
事
に

参
加
す
べ
く
、
神
社
裏
参
道
、
武
道
館

側
に
つ
い
た
頃
い
よ
い
よ
本
降
り
と
な

っ
て
い
た
。

ふ
と
武
道
館
前
の
広
い
草
庭
の
雨
の

な
か
に
、
四
つ
ん
這
い
に
な
り
草
取
り

を
し
て
い
る
女
の
方
に
気
付
く
。
労
い

の
声
を
か
け
ま
す
と
、
こ
の
お
婆
さ
ん
、

日
頃
、
三
吉
さ
ま
の
信
仰
厚
く
神
社
礼

拝
は
も
と
よ
り
、
諸
行
事
参
加
は
欠
か

す
こ
と
の
な
い
篤
行
の
方
で
す
。
雨
も

本
降
り
で
す
し
、
後
日
の
作
業
方
を
お

す
す
め
し
て
も
納
得
い
た
ヾ
け
な
か
っ

た
。後

日
に
知
っ
た
に
は
、
当
日
の
み
で

は
な
く
、
前
後
数
日
の
ご
奉
仕
で
広
い

境
内
を
計
画
的
に
す
ヽ
め
て
い
た
と
の

こ
と
。
草
取
り
作
業
に
余
念
の
な
い
。

こ
の
小
さ
な
雨
合
羽
は
、
無
性
に
尊
い

も
の
に
思
え
、
誰
に
見
ら
れ
る
も
好
ま

ず
、
神
在
る
を
信
じ
、
い
さ
さ
か
の
孤

獨
感
も
持
た
ず
一
人
、
仕
事
を
す
ヽ
め

て
ゆ
く
こ
の
方
こ
そ
、
信
仰
に
生
き
る

ま
こ
と
の
姿
と
教
え
て
い
た
ヾ
き
胸
熱

く
し
た
の
で
す
。

こ
の
感
動
の
ま
ヽ
山
開
神
事
に
末
座

す
る
。
ま
づ
祭
始
の
太
鼓
、
笙
等
の
神

楽
、
斎
場
を
清
々
し
く
浄
め
、
お
拔
い

の
幣
、
幽
か
な
神
韻
を
頭
上
に
残
し
て

終
る
。
つ
づ
い
て
神
饌
の
献
儀
、
数
々

を
厳
か
に
運
び
継
が
れ
、
神
迎
い
の
御

鴻
声
（
お
ー
）
神
霊
を
招
致
す
る
。
霊
、

鎮
ま
る
静
か
さ
に
、
宮
司
の
祝
詞
、
厳

か
に
奏
上
さ
れ
、
私
達
の
祈
り
神
に
召

さ
れ
し
と
、
ま
こ
と
安
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
間
終
始
笙
鼓
の
楽
に
は
こ
ば
れ
、

超
自
然
的
な
巨
き
な
存
在
と
、
私
達
の

関
係
が
意
識
さ
れ
、
強
ま
る
よ
う
な
気

に
さ
え
な
る
の
で
す
。
日
頃
の
不
安
が
、

こ
の
機
会
に
解
か
れ
、
清
々
し
た
自
信

の
湧
い
て
く
る
を
知
り
ま
す
。
更
に
神

楽
、
三
吉
の
装
い
神
々
し
き
獅
子
舞
い

に
よ
っ
て
、
参
加
者
の
装
具
、
身
廻
品

な
ど
を
清
め
荒
々
し
く
も
厳
か
に
終

る
。社

殿
に
は
す
で
に
山
伏
姿
の
神
職
さ

ん
は
じ
め
登
拝
者
一
行
の
白
装
束
が

凛
々
し
く
も
神
々
し
い
。
雨
は
い
よ
い

よ
本
降
り
、
雨
の
な
か
の
攀
途
の
ご
難

儀
を
察
し
て
只
管
、
安
全
な
れ
を
祈
る
。

ま
た
ご
神
霊
、
奥
宮
動
座
と
共
に
こ
の

お
守
り
に
、
崇
敬
登
山
者
の
お
世
話
に

当
ら
れ
る
神
職
、
並
び
に
協
力
者
各
位

の
参
篭
の
苦
労
を
深
く
深
く
察
し
あ
げ

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
粛
な
一
行
を
お
見
送

り
し
な
が
ら
、
か
つ
て
若
か
っ
た
頃
の

登
山
を
思
い
出
す
。
と
き
（
支
那
事
変

の
真
最
中
で
私
な
ど
兵
籍
が
決
し
て
い

た
）
腕
白
連
、
四
、
五
人
で
夕
食
後
の

談
議
で
太
平
登
山
を
決
め
、
木
曽
石
よ

り
登
山
す
る
。
ま
づ
金
山
滝
に
か
ヽ
る
、

急
坂
を
登
り
つ
い
た
あ
た
り
、
滝
音
が

暗
の
な
か
か
ら
響
き
、
地
鳴
り
と
し
て

伝
っ
て
来
る
。
神
秘
そ
の
も
の
の
向
う

か
ら
灯
り
が
揺
ら
い
で
く
る
。
不
気
味

に
見
守
っ
て
い
る
う
ち
、
そ
れ
は
滝
篭

り
の
婆
さ
ん
と
わ
か
り
安
緒
す
る
。
力

餅
な
ど
準
備
し
前
嶽
へ
登
攀
す
る
。

前
嶽
を
過
ぎ
や
や
平
坦
な
道
を
中
嶽

へ
と
進
む
。
途
中
、
修
験
色
強
い
謹
厳

な
一
行
と
合
流
す
る
。
一
行
は
道
辺
の

埋
れ
て
い
る
石
佛
か
に
祈
り
を
捧
げ
な

が
ら
時
折
り
「
六
根
清
浄
」
を
唱
え
る

の
で
、
真
似
言
の
「
六
根
清
浄
」
を
唱

和
し
て
中
嶽
、
奥
嶽
へ
と
登
頂
す
る
。

奥
嶽
へ
登
り
切
っ
た
と
き
は
、
お
日
さ

ま
は
、
す
で
に
山
を
離
れ
て
い
た
が
、

な
ん
と
大
き
く
、
そ
し
て
潤
み
、
神
さ

ま
と
は
の
錯
覚
を
持
つ
な
ど
思
い
出
鮮

か
で
す
。

後
日
「
六
根
清
浄
」
を
知
る
に
各
々

の
感
覚
器
官
で
あ
り
、
こ
れ
ら
清
く
け

が
れ
の
な
い
よ
う
健
か
な
れ
と
祈
る
法

華
経
に
因
し
て
い
る
を
知
る
、
神
聖
な

お
山
参
り
の
修
行
に
、
心
身
が
清
ら
か

に
な
る
こ
と
を
念
じ
、
安
全
な
登
山
を

祈
願
す
る
意
味
と
も
解
さ
れ
、
私
な
ど
、

一
生
に
一
度
唱
え
た
「
六
根
清
浄
」
の

意
義
の
深
さ
、
そ
し
て
重
さ
に
う
た
れ

て
い
る
。

昨
今
は
六
根
こ
と
ご
と
く
衰
退
し
、

無
能
に
あ
り
ま
す
が
、
戦
時
を
通
じ
、

八
十
余
才
の
今
日
在
る
は
、
そ
こ
に
見

え
な
い
巨
き
な
存
在
が
意
識
さ
れ
、
そ

れ
が
祖
で
あ
り
、
神
で
あ
る
を
お
も
い

感
謝
の
日
々
に
あ
り
ま
す
。
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神
武
館
だ
よ
り

「
武
道
館
に
行
っ
て
」

少
年
部
コ
ー
チ
　
猿
　
田
　
健
　
一

私
が
、
神
武
館
道
場
少
年
部
の
お
手

伝
い
を
始
め
て
か
ら
、
５
年
目
に
な
る
。

今
の
六
年
生
が
、
三
年
生
の
時
、
高
橋

泰
明
君
が
欠
場
、
四
人
で
、
低
学
年
で

秋
田
市
の
大
会
で
初
優
勝
。
以
来
、
誰

一
人
も
や
め
る
こ
と
な
く
、
す
く
す
く

と
成
長
し
、
仲
良
く
育
っ
て
き
た
。
今

年
の
春
先
、
力
を
出
せ
な
い
試
合
が
続

い
た
が
、
飛
鷲
旗
で
は
実
力
を
発
揮
し

優
勝
。
５
月
の
全
県
大
会
で
、
初
め
て

高
学
年
で
三
吉
道
場
が
全
県
制
覇
、
田

村
道
場
も
見
事
に
準
優
勝
に
輝
く
。
武

道
館
へ
の
特
等
席
の
キ
ッ
プ
を
持
っ

て
、
７
月
27
日
、
我
等
は
朝
一
番
の

「
こ
ま
ち
」
で
出
発
し
た
。
武
道
館
行

き
は
、
私
の
永
年
の
夢
で
あ
っ
た
。

４
時
間
後
に
着
い
た
「
東
京
」
は
、

暑
か
っ
た
。
後
楽
園
か
ら
歩
い
て
、
富

坂
警
察
署
道
場
で
早
速
稽
古
す
る
。
稽

古
着
と
防
具
を
着
け
て
い
る
だ
け
で
、

汗
が
ボ
ト
ボ
ト
と
流
れ
落
ち
る
。
三
吉

は
全
く
心
配
な
い
、
田
村
は
や
や
不
安

も
あ
る
が
本
番
で
の
実
力
発
揮
を
期
待

で
き
る
。
道
場
を
快
く
お
貸
し
下
っ
た

警
察
署
の
皆
さ
ん
に
深
く
感
謝
し
た

い
。
夕
方
、
会
場
を
下
見
。
明
日
に
備

え
て
早
め
に
休
む
が
、
修
学
旅
行
の
よ

う
に
大
部
屋
で
枕
を
並
べ
た
12
人
の
男

子
が
寝
静
ま
っ
た
の
は
、
大
分
遅
い
時

刻
だ
っ
た
。
有
り
余
っ
た
元
気
、
試
合

で
出
せ
よ
ぉ
ー
！
　
翌
朝
４
時
半
、
お

父
さ
ん
達
が
、
場
所
取
り
の
準
備
で
始

動
。
選
手
達
も
会
場
入
り
し
体
を
動
か

す
。
入
場
行
進
で
は
、
本
部
席
真
ん
前

に
整
列
で
き
た
。
第
12
コ
ー
ト
で
三
吉

（
先
鋒
　
中
山
英
樹
　
次
鋒
　
藤
原
森

彦
　
中
堅
　
高
橋
泰
明
　
副
将
　
小
西

一
徳
　
大
将
　
西
島
大
輔
）
が
第
３
試

合
。
相
手
は
愛
知
県
の
鶴
城
小
学
校
。

基
本
練
成
（
切
返
し
、
打
ち
込
み
稽
古

の
判
定
）
で
予
想
外
の
苦
戦
を
し
て
い

る
。
何
故
だ
？
後
半
の
一
本
勝
負
の
試

合
で
、
逆
転
は
？
結
果
は
基
本
６
対
９
。

一
本
勝
負
は
１
対
１
で
引
き
分
け
。
結

果
、
初
戦
敗
退
と
な
っ
た
。
信
じ
ら
れ

な
い
。
選
手
達
は
、
皆
悔
し
さ
で
涙
を

浮
か
べ
て
い
た
。
気
持
ち
を
切
り
替
え
、

第
10
コ
ー
ト
第
５
試
合
の
田
村
（
先
鋒

谷
安
弘
　
次
鋒
　
嵯
峨
育
也
　
中
堅

森
下
元
気
　
副
将
　
小
野
紫
織
　
大
将

細
部
一
樹
）
に
期
待
を
か
け
る
。
高
橋

一
先
生
が
大
き
な
声
と
動
作
で
、
基
立

ち
を
な
さ
れ
、
選
手
達
も
引
き
出
さ
れ

る
様
に
打
ち
込
ん
で
い
く
。
森
下
、
小

野
は
声
も
打
ち
込
み
も
大
き
い
。
身
震

い
が
し
た
。
結
果
、
基
本
練
成
８
対
７
、

一
本
勝
負
１
対
０
で
、
見
事
に
勝
ち
上

が
る
。
次
は
、
有
隣
館
剣
道
場
（
栃
木

県
）。
や
っ
た
！
初
戦
を
勝
る
動
き
で
、

基
本
練
成
10
対
５
、
一
本
勝
負
１
対
０

で
勝
利
し
て
、
今
度
は
、
通
常
の
３
本

勝
負
の
み
の
第
３
試
合
に
移
る
。
相
手

は
、
鹿
島
少
年
剣
道
教
室
（
石
川
県
）。

結
果
は
、
２
対
２
（
本
数
負
け
）
で
、

あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
惜
敗
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
三
吉
の
分
も
よ
く
、
健

闘
し
て
く
れ
た
。
よ
し
、
明
日
の
「
全

日
本
少
年
剣
道
練
成
大
会
」
に
賭
け
る

ぞ
！前

日
の
宿
舎
か
ら
市
ケ
谷
へ
移
動
。

翌
朝
５
時
に
は
、
先
発
隊
が
出
発
。
会

場
ま
で
、
長
い
長
い
列
が
で
き
る
。
参

加
チ
ー
ム
な
ん
と
440
チ
ー
ム
。
皆
、
武

道
館
目
指
し
て
や
っ
て
き
た
の
だ
。
選

手
達
は
、
前
日
よ
り
は
、
緊
張
し
て
い

な
い
。
三
吉
は
、
初
戦
　
大
分
県
　
宗

方
少
年
剣
友
会
を
４
対
１
、
２
回
戦

高
知
県
　
早
明
浦
少
年
創
道
を
５
対
０

で
下
し
た
が
、
３
回
戦
　
愛
知
県
　
南

区
少
年
剣
和
会
に
１
対
３
で
敗
れ
た
。

田
村
は
１
回
戦
　
茨
城
県
　
明
信
館
を

３
対
１
で
下
し
た
が
、
２
回
戦
　
岐
阜

県
　
獅
子
吼
会
に
３
対
１
で
破
れ
た
。

翌
日
、
西
島
大
輔
君
が
、
個
人
戦
に
出

場
、
全
国
大
会
で
好
成
績
の
岐
阜
県

明
珠
館
道
場
　
各
務
絢
揮
君
と
対
戦
。

勝
負
で
は
敗
れ
た
が
、
一
歩
も
ひ
け
を

足
ら
な
い
堂
々
の
戦
い
ぶ
り
で
あ
っ

た
。（
菅
野
先
生
、
嵯
峨
さ
ん
談
）
団

体
戦
を
終
え
た
一
行
（
選
手
の
他
、
鎌

田
雄
平
、
佐
々
木
輝
介
、
高
橋
龍
介
を

加
え
た
）
は
、
東
京
駅
で
、
夕
食
を
と

っ
た
。
帰
り
の
車
中
で
は
、
大
人
達
は
、

短
く
も
あ
り
、
長
く
も
あ
っ
た
出
発
か

ら
の
時
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
お
互
い

を
慰
労
し
あ
っ
た
。
本
当
に
お
父
さ
ん

達
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
素
晴
ら
し
か
っ

た
。
子
供
達
は
、
ま
だ
ま
だ
元
気
に
ト

ラ
ン
プ
等
で
楽
し
ん
だ
。
秋
田
に
近
づ

く
に
つ
れ
、
声
も
静
ま
っ
て
い
っ
た
。

神
武
館
の
東
京
で
の
夏
は
終
わ
っ
た
。

後
日
、
試
合
の
ビ
デ
オ
を
み
て
神
武

館
の
剣
道
も
随
分
変
わ
っ
た
な
ぁ
ー
と

改
め
て
感
じ
た
。
同
時
に
か
つ
て
の

「
ま
っ
す
ぐ
な
剣
道
」
の
影
が
薄
く
な

っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
、
正
直
淋
し

さ
も
感
じ
た
。
こ
の
夏
、
共
に
稽
古
を

し
た
子
供
達
と
武
道
館
へ
一
緒
に
行

け
、
東
京
で
も
一
緒
に
汗
を
流
せ
た
こ

と
を
生
涯
の
大
事
な
思
い
出
と
し
た

い
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
こ
の
チ
ャ
ン

ス
を
与
え
て
く
れ
た
子
供
達
の
努
力
に

感
謝
を
込
め
て
力
一
杯
の
拍
手
を
送
り

た
い
。
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
！
最

後
に
、
私
た
ち
門
下
生
に
素
晴
ら
し
い

道
場
を
お
与
え
く
だ
さ
り
、
い
つ
も
力

強
い
ご
支
援
を
送
り
つ
づ
け
て
下
さ
る

田
村
館
長
、
三
吉
神
社
社
中
の
皆
様
に

心
か
ら
、
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
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地
元
シ
リ
ー
ズ
⑰

宇
留
井
谷
地
太
平
山
三
吉
講

高
　
橋
　
秀
　
造

私
の
生
れ
育
っ
た
所
は
、
雄
物
川
文

化
の
流
れ
と
共
に
、
船
頭
の
村
で
、
上

り
下
り
の
舟
を
漕
ぐ
若
衆
が
出
て
、
秋

田
へ
大
曲
湯
沢
方
面
へ
と
荷
物
を
届
け

た
り
、
イ
カ
ダ
流
し
等
、
川
に
関
係
す

る
仕
事
を
し
て
き
た
所
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。

又
、
北
前
船
の
乗
組
員
と
し
て
大
阪

方
面
に
行
っ
て
き
た
話
も
、
伝
説
と
し

て
数
多
く
語
り
継
が
れ
て
残
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
一
つ
に
、
氏
神
様
に
は
さ

ま
ざ
ま
の
神
様
が
祀
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
太
平
山
の
石
碑
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
文
化
・
文
政
・
明
治
・
大
正
と
、

そ
の
時
代
　
　
に
航
海
の
安
全
と
、
力

の
神
様
と
し
て
の
太
平
山
三
吉
信
仰
が

自
然
に
深
か
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。私

の
家
に
伝
わ
っ
て
い
る
物
の
中
に

「
嘉
永
七
年
五
月
廿
三
日
」
の
幟
り
と

「
太
平
山
三
吉
大
権
現
」
の
掛
軸
が
有

り
大
切
に
致
し
て
お
り
ま
す
。

我
家
で
は
先
祖
代
々
、
太
平
山
三
吉

神
社
に
参
拝
し
、
ご
加
護
を
受
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。
私
の
父
親
は
二
十
一
年

間
、
お
盆
の
十
三
日
に
村
人
を
つ
れ
て

登
拝
し
ま
し
た
。

頂
上
に
は
仙
北
郡
千
屋
村
の
人
が
奉

納
し
た
鉄
の
笠
（
七
十
二
キ
ロ
）
が
有

り
、
話
し
で
は
相
撲
の
元
横
綱
の
照
國

関
が
序
ノ
口
時
代
に
、
里
宮
か
ら
祈
願

し
て
背
負
っ
て
頂
上
に
上
げ
た
笠
だ
か

ら
、
若
衆
は
登
拝
し
た
ら
被
っ
て
見
れ

と
言
わ
れ
た
。

私
が
初
め
て
太
平
山
に
登
拝
し
た
の

は
二
十
才
の
時
で
し
た
。
岩
見
三
内
の

バ
ス
車
庫
か
ら
歩
い
て
、
丸
舞
コ
ー
ス

で
頂
上
へ
登
り
、
奥
宮
に
参
拝
し
て
鉄

笠
を
見
つ
け
て
、
被
り
始
め
た
ら
数
拾

回
被
っ
て
も
平
気
で
い
た
ら
、
田
村
宮

司
さ
ん
と
鈴
木
藤
吉
さ
ん
に
、
又
最
初

か
ら
被
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
、
百
数
拾

回
続
け
て
被
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
三

吉
霊
神
様
の
御
神
徳
を
戴
い
た
も
の
と

思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
数
年
後
の
事
で
す
。
神
社

か
ら
頼
ま
れ
て
、
里
宮
か
ら
味
噌
八
キ

ロ
、
白
米
五
升
、
野
菜
八
キ
ロ
そ
の
他

着
替
え
等
を
背
負
い
、
前
岳
・
中
岳
・

弟
子
帰
岳
・
頂
上
に
四
時
間
位
で
届
け

宮
司
さ
ん
に
び
っ
く
り
さ
れ
ま
し
た
。

此
の
様
な
事
が
で
き
た
の
は
三
吉
霊
神

の
お
力
を
戴
い
た
も
の
と
感
謝
致
し
て

お
り
ま
す
。

そ
の
後
、
秋
田
山
岳
会
に
入
会
を
許

さ
れ
、
神
社
行
事
の
開
山
祭
・
登
拝
団

閉
山
祭
等
に
参
加
し
、
又
頂
上
の
一
ノ

鳥
居
に
数
年
続
け
て
、
開
山
祭
前
の
注

連
縄
を
奉
納
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

宮
司
さ
ん
を
始
め
職
員
の
皆
様
、
佐

藤
義
雄
さ
ん
、
警
備
員
の
方
々
、
山
登

り
の
友
人
の
方
々
に
長
年
に
渡
り
お
世

話
に
な
り
、
誠
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
後
世
に
渡
り
、
色
々
な

形
で
信
仰
の
尊
さ
を
、
真
心
を
持
っ
て

日
々
良
く
精
進
し
て
ま
い
り
た
い
所
存

で
お
り
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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奉
納
者
芳
名�

日　　時　平成14年10月19日g

【雨天時10月27日a】

午前９時～午後２時30分頃

集合場所　太平山三吉神社　社務所
参加申込　当日集合場所で受付けます。
参加対象　幼児、小･中学生、ご父兄
写生場所　太平山三吉神社　境内
写生対象　太平山および神社建物、境内からの

景色など

様　　式　水彩･クレヨン･パステルなど自由
持 ち 物　画版･昼食

（画用紙･飲物は準備しております。）

審　　査　秋田市内小・中学校美術の先生
なお、作品は右記の会場にて展示さ

せて頂きます。優秀賞（20点程度）

佳作（10点程度）に選ばれた方には、

後日連絡の上、表彰状・賞品を差し

上げます。

展示会場　秋田中央郵便局　秋田銀行 広面支店

北都銀行 広面支店

他を予定しています。

主　　催　太平山三吉神社
協賛予定　秋田中央郵便局

NTT東日本秋田支店　秋田魁新報社

秋田銀行広面支店　北都銀行広面支店

㈱マルシン　ぺんてる㈱

そ の 他　参加者には記念品を差上げます。
問 合 せ （834）3443 係鈴木まで

第17回
�

平成14年10月19日（土）�
午前９：00�

太平山三吉神社社務所集合�

秋田市のシンボル〈太平山〉をかこう！！�

第17回
�

一
、
前
岳
神
仙
山
神
社
神
璽
一
式

赤
沼
講
中
　
様

一
、
黒
塗
三
方

大
槻
　
慈
照
　
様

一
、
奥
宮
神
　
箱

一
、
御
神
火
箱

伊
藤
建
友
株
式
会
社
　
様

一
、
前
岳
竣
功
お
祝
い

佐
々
木
栄
一
　
様

晴
山
　
太
郎
　
様

佐
藤
　
修
水
　
様

越
前
　
儀
裕
　
様

長
沢
　
源
蔵
　
様

石
黒
　
ト
シ
　
様

山
形
県
天
童
市
久
野
本
に
あ
る
三
吉
神
社
が
こ

の
ほ
ど
立
派
に
再
建
竣
功
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
新
し
い
神
社
は
、
医
療
法
人
社
団
斗
南
会

（
理
事
長
　
秋
野
貞
子
）
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
、

同
会
運
営
の
施
設
内
に
建
立
さ
れ
、
今
後
施
設
地

域
の
人
々
の
心
の
依
り
処
と
し
て
、
一
層
重
要
な

役
割
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

天天天天
童童童童
・・・・
三三三三
吉吉吉吉
神神神神
社社社社
再再再再
建建建建
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本
年
度
開
山
祭
が
七
月
十
七
日
に
行

わ
れ
、
里
宮
で
の
神
事
の
後
、
菅
野
権

祢
宜
を
先
頭
と
す
る
白
装
束
に
身
を
包

ん
だ
神
人
奉
仕
者
二
十
一
名
に
よ
り
、

無
事
御
神
体
は
奥
宮
へ
遷
御
さ
れ
た
。

尚
、
本
年
は
野
田
口
が
通
行
止
め
の

為
、
軽
井
沢
口
よ
り
の
入
山
と
な
っ
た
。

七
月
二
十
八
日
・
二
十
九
日
の
両
日
、
恒
例
の
登
ろ
う
会
が
開

催
さ
れ
、
総
勢
二
十
五
名
（
参
加
者
二
十
一
名
。
サ
ポ
ー
ト
四
名
）

が
奥
岳
へ
向
か
っ
た
。
登
山
は

初
め
て
の
女
子
高
校
生
か
ら
永

年
の
崇
敬
者
ま
で
幅
広
い
層
に

わ
た
っ
た
が
、
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
快
調
に
登
山
。
神
事
の
後
、

懇
親
会
で
親
睦
を
深
め
、
翌
日

も
ケ
ガ
等
も
な
く
皆
無
事
に
下

山
さ
れ
た
。
数
年
ぶ
り
に
参
加

者
も
増
え
、
非
常
に
楽
し
い
登

拝
と
な
っ
た
。

八
月
八
日
、
地
元
は
も
と
よ
り
各
地
か
ら
太
平
山
講
中
、
三
吉

講
中
の
方
々
が
集
い
講
社
大
祭
が
行
わ
れ
た
。

近
年
は
神
社
主
催
の
敬
神
旅
行
に
お
い
て
も
県
内
各
地
の
講
中

の
方
々
と
交
流
を
図
っ
て
お
り
「
来
年
は
是
非
我
が
方
面
へ
」
と

い
う
お
誘
い
も
あ
り
、
三
吉
節
が
響
く
中
、
相
互
の
親
睦
を
深
め

た
。

年年年年末末末末年年年年始始始始　　　　巫巫巫巫女女女女奉奉奉奉仕仕仕仕者者者者募募募募集集集集！！！！
今年も、年末年始社頭及び授与所において巫女のご奉仕を頂ける方を募集いたします。

当神社の顔として、神さまに仕え、参詣者と接する巫女奉仕は

大変重要なおつとめであり、また奉仕者にとっても思い出に残る

ものとなります。

ご希望の方は、お気軽に問い合わせてください。（係　鈴木）

○奉仕対象：高校生以上の女性

○奉 仕 日：年末年始都合の良い日

※事前に提出頂く書類及び面接がございます。

※希望者多数の場合は、ご奉仕頂けない場合が

ございます。

開

山

祭

第
三
十
九
回

太
平
山
に
登
ろ
う
会

講

社

祭

み
よ
し

ス
ケ
ッ
チ
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10月１日（火） 11時 印 章 供 養 祭 感謝を込めて印鑑を供養するお祭

10月15日（火） 11時 人 形 感 謝 祭
愛着ある人形に感謝を込めてお焚き上げする神事
（人形は10月1日よりお預かり致します）

10月16日（水） 18時 秋季例大祭宵宮祭
次頁参照

10月17日（木） 11時 秋季例大祭当日祭

11月中旬 大麻守札頒布式 翌年度お祀りするお札･お守りを祓い清める神事

11月23日（土） 10時 新　　 嘗　　 祭 五穀の収穫に感謝する祭典

12月13日（金） 10時 煤　払　い　式 境内建物のすすを払う年末恒例行事

12月31日（火） 14時 師 走 の 大 祓 式
清々しく新年を迎えられるように、一年の罪
けがれを祓い清める神事

行 事 日 程 一 覧

※毎月８日・17日は月次祭（午前10時）がございます。
※各祭典ともどなたでもご参列頂けます。お気軽にお問い合わせ下さい。

皆様から開設のご要望が多かった当神社のホームページが立ち上がりました。

アドレス　http://www.miyoshi.or.jp

神社の由緒や境内・資料館の写真、神事行事の内容、神社のお参りのしかた、太平山に関す

る案内・写真、子ども向け案内など。

今後は社報や各種行事の報告など随時更新してまいります。

まだまだ不完全な状態ですので、ご意見・ご要望などお気軽にお寄せ下さい。また、太平山や各祭典、

行事の写真などを募集しておりますので、宜しくお願い申し上げます。（係　田辺）

（社）秋田青年会議所　Kid,s Page コンテスト佳作受賞

上記のＨＰの子ども向けページが、『地域の教育力向上』を主眼とした（社）秋田青年会議所の創立50

周年事業において、佳作を受賞いたしました。小中学校の総合学習などで役立てて頂けるように、今後

内容の充実を図ってまいりたいと思います。

内

容

神社ホームページ掲載開始！�神社ホームページ掲載開始！�神社ホームページ掲載開始！�
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早
い
も
の
で
、
今
年
も
奥
宮
閉
山
の

季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

８
月
異
例
の
大
雨
は
各
登
山
道
ば
か

り
か
里
の
河
川
流
域
に
も
大
き
な
爪
痕

を
残
し
、
自
然
の
力
の
大
き
さ
を
改
め

て
体
感
す
る
夏
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
に
、
僅
か
な
晴
れ
間
を
ぬ

っ
て
登
山
し
た
小
学
生
が
『
夏
休
み
の

感
想
文
に
山
の
思
い
出
を
書
い
た
』
と

い
っ
た
話
を
聞
く
と
嬉
し
く
な
り
ま

す
。
苦
し
さ
を
乗
り
越
え
た
達
成
感
と

下
界
で
は
味
わ
え
な
い
清
涼
感
、
森
の

深
さ
、
眺
望
…
…
そ
の
素
晴
ら
し
さ
や

自
然
へ
の
畏
敬
・
畏
怖
の
念
を
忘
れ
ず

に
、
い
つ
か
自
分
の
子
ど
も
の
手
を
引

い
て
山
へ
登
る
よ
う
な
大
人
に
成
長
し

て
ほ
し
い
と
願
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ

ん
。一

神
社
の
力
で
は
到
底
運
営
で
き
な

い
山
。
多
く
の
方
々
の
お
力
添
え
を
戴

い
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

当社では、本年も３才、５才の男児及び３才、７才の女児のお祝いの七五三参りを下記の期間随時

とり行います。ご家族お揃いでお祝い下さい。

○期　日 ９月～11月中　　　　○時　間 朝８：30～夕方５：00（予約不要）

（期間・時間外にご希望の方は予めご連絡下さい）

※広面小学校通りの大駐車場をご利用下さい。

太
平
山
奥
宮

〈
山
じ
ま
い
〉

恒
例
に
よ
り
平
成
十
四
年
度
秋
季
例
大
祭
を
左
記

の
通
り
斎
行
い
た
し
ま
す
。

ご
家
族
、
お
仲
間
同
士
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多

数
ご
参
列
を
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま

す
。

記

宵
宮
祭

十
月
十
六
日
（
水
）

午
後
六
時

例
大
祭

十
月
十
七
日
（
木
）

午
前
十
一
時

（
各
日
と
も
、
祭
典
後
直
会
が
ご
ざ
い
ま
す
。）

◎
ご
参
列
の
方
は
、
十
月
九
日
ま
で
に
係
（
佐
々
木
）

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

《
巫
女
舞
》

（
十
六
日
）
浦
安
の
舞

（
十
七
日
）
悠
久
の
舞

《
清
　
興
》

（
十
七
日
）
民
謡
シ
ョ
ー


